
「楽しい子育て全国キャンペーン」 

～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～ 

第１３回 長野県ＰＴＡ三行詩コンクール入賞作品 
 

応募点数    小 学 生 部 門 ：    ２，５１５ 
                 中 学 生 部 門 ：        ２，３５８ 
                一  般  部  門 ：         ３０５ 
                        

合   計       ５，１７８ 
     
 
 
 

✡最優秀賞（長野県ＰＴＡ連合会長賞） 
 

笑顔の「聞いて!」 

 涙の「聞いて…」  

ふくれっ面の「聞いて!!」  

全部がママの宝物  

話してくれてありがとう 

木下 順子 

飯田市立浜井場小学校（保護者） 

  
 
 
☆優秀賞（信州“教育の日”実行委員会長賞） 

おかあさんがいつもいうよ  

「こころとからだがいちばんだいじ」  

いちばんになるより  

じょうずにできるより  

だいじなんだって 

林 翔和 

松本市立開明小学校（１年） 

 

 

おばあちゃんとのお散歩  

スピードがとってもおそいけど  

いつも気づかないことにたくさん気づく。  

おばあちゃんとの電話 どうでもいい話でも  

小さいことでもほめてくれる。  

なんか世界が変わってる。 

 

 

 

 

鮎澤 美桜 

岡谷市立岡谷東部中学校（２年） 

 

 

◇優良賞 
   ＜小学生の部＞ 

ぼくは、朝タブレットをやりました。 

ばれないようにやりました。 

見つかって 2 週間きんしになりました。 

おかあさんはなんでもおみとおしです 

宮野 龍空 

 上田市立神科小学校（３年） 

 

おべんとうばこをあけて  

すぐ目にはいったのは １つのおかず。  

小っちゃいころから大好きな  

１口サイズのはるまき。  

さめているはずなのに   

なんだかあったかい お母さんのキモチ。      

山田 絢葉 

 岡谷市立上の原小学校（６年） 



 

小さな私を抱いて見守り ほほ笑む 10 年前。 

ヨロヨロ歩きのおじいちゃん  

支えて見守る今の私。 

家族ってたよりになるなあ。 

山田 美由姫 

岡谷市立上の原小学校（６年） 

 

母の日にサプライズ  

よそういじょうの なみだのつぶ 

 

伏木 悠莉 

松本市立四賀小学校（４年） 

 
＜中学生の部＞ 

「食べすぎちゃダメだよ」  そう言いながら   

コロッケを  20 個揚げる母さん 

島田 晴琉 

 下諏訪町立下諏訪中学校（２年） 

 

「んなの気にしちゃいけねーぞ」  

あてにならない経験談  

でもやっぱり兄はかっこいい。 

川上 美月 

松本市立明善中学校（２年）  

 

祖父が毎朝頭をなでてくる。  

そして、一言「大きくなったな」と。  

一日じゃそんなに変わらないのにな。 

横山 莉奈 

 松本市立旭町中学校（１年） 

 

 

  それぞれ時間を過ごしても 

「夕飯だよ！」の一言で 

家族全員集合だ。 

 

三澤 穂香 

長野市立柳町中学校（３年）        

 

 

＜一般の部＞ 

 子どもの時代から苦手な事は沢山だけれど 

「お母さん天才‼」と褒めてくれる二人がいるから 

大好きな事があふれた人生に変わったよ 

「ありがとう」 

 

田中 奈穂美 

上田市立丸子北中学校 

出勤前、息子へ 

「がんばったね！おかえりなさい！」の置き手紙  

帰宅して読む 

「がんばったよ！あそんできます！」の置き手紙 

市川 祥子 

 松本市立開明小学校 

 

「手伝おうか？」でも 「手伝うよ。」でもなく  

そっと手を貸す子の横顔に惚れ惚れ 

西村 香織 

松本市立丸ノ内中学校 

 

“個性的”“変わってる”“育てにくい”  

そんなあなただから毎日おもしろい  

一緒にずっと見よう！だんご虫 

武田 美記 

中野市立中野小学校 

 

                 

 


